
［成果情報名］長期低温低湿貯蔵したダイズ種子の栽培特性と収量性

［要約］5℃、湿度40％での貯蔵期間が7年7カ月までの大豆種子の栽培特性と収量性は、当

該年産種子と同程度で、貯蔵種子の発芽率が80％以上であれば種子としての適格性を具備

しており、実用上問題はない｡

［キーワード］ダイズ種子、貯蔵種子、収量性

［担当部署］農産部･栽培品質チーム

［連絡先］ 092－924－2937

［対象作目］ 大豆 ［専門項目］ 栽培 ［成果分類］ 生理生態

［背景・ねらい］

採種計画上または気象災害等により１年もしくは数年間、貯蔵された種子を使用するこ

とがある。貯蔵種子の適格性については発芽力と出芽率のみで検討したものが大部分で、

生育および収量性まで含めて検討した報告はない。そこで貯蔵期間が異なる場合の発芽率

が80％以上（農産物規格規程）である大豆種子の栽培特性および収量性を検討し、種子と

しての適格性を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．温度 5℃、湿度40％で貯蔵した場合、 7年 7カ月までは播種後 1カ月の主茎節数を除

いて葉齢、 1株当たり乾物重に対する貯蔵の影響はない。10年 7カ月貯蔵では生育に影

響を及ぼす子葉の乾物重は軽く、播種後 1カ月の生育量は劣る（表１）。

２．貯蔵期間が 2年 7カ月～ 7年 7カ月までは、出芽期、開花期、成熟期および地上部生

育量は当該年産種子（ 7カ月貯蔵）に比べて有意な差は認められず、同じ生育特性を示

す。一方、10年 7カ月貯蔵では出芽期が遅れるとともに、地上部最大期の生育量も劣る

（表１、２）。

３．収量、百粒重および検査等級において、貯蔵期間が 2年 7カ月～ 7年 7カ月までは当

該年産種子に比べて劣ることはない。10年 7カ月貯蔵では 1株当たり莢数が減少して収

量が劣る（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．種子生産の手引きに登載し、原々種大豆種子の円滑なる供給体制維持のための知見と

して活用する。

２．1株1本立て、苗立ち密度7.1株/㎡（畦幅70cm、株間20cm）での試験条件である。

３．供試種子の発芽率はそれぞれ 7カ月貯蔵60％、2年7カ月貯蔵92.6％、 7年 7カ月貯蔵

98.7％、10年 7カ月貯蔵100％である。



［具体的データ］

表１ 貯蔵期間別の生育量と生育ステージ．

子 葉 の 播種後1カ月 生育ステージ 種 子
貯蔵期間 葉齢 主茎 1株当たり 出芽期 開花期 成熟期 百粒重

乾 物 重 節数 乾 物 重

mg/個体 L g 月･日 月･日 月･日 g

7カ月 156.0c 6.8b 11.3d 7.4b 7.20a 8.23a 11. 3a 36.0*

2年7カ月 121.0b 6.4b 10.4bc 6.3b 7.20a 8.23a 11. 3a 29.7

7年7カ月 114.1b 5.9b 9.9b 5.6b 7.20a 8.23a 11. 3a 30.0

10年7カ月 79.4a 4.6a 8.1a 2.3a 7.23b 8.23a 11. 3a 30.1

注）1.同一文字の付いた値間には5％水準で有意差がない(Fisher'sPLSD)ことを示す、

（表2も同じ）．

2.＊は当該年産種子

3.貯蔵条件は温度5℃、湿度40％．

4.品種はフクユタカで播種は7月16日．

5.子葉の乾物重は、初生葉が完全に展開し第1本葉の出現時に調査．

表２ 貯蔵期間別の地上部生育、収量、検査等級．

貯蔵期間 地上部最大期(9月26日) 収量 百粒重 検査
主茎長 主茎 莢数 地上部 等級

節数 乾物重

cm 個/株 g/株 kg/a g

7カ月 42.9b 14.3b 93.6b 62.9b 27.9b 29.9a 1.6a

2年7カ月 37.2b 13.6ab 87.7b 56.9b 26.5b 28.9a 3.0a

7年7カ月 36.9b 13.1ab 89.3b 57.1b 26.2b 29.5a 3.3a

10年7カ月 29.0a 12.3a 51.1a 28.1a 17.9a 29.3a 3.0a

注）1.検査等級は1（1等ノ上）～9（3等ノ下）の9段階で表示．

2.子実重及び百粒重は粒径5.5mm以上、検査等級は粒径7.3mm以上の値．
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